
（5） 令和元年7月25日発行議 会 だ よ り

議
案
第
51
号

選
挙
長
等
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
政
晴
会
】

問
投
票
日
当
日
の
投
票
立
会

人
と
期
日
前
の
投
票
立
会
人

で
日
当
に
当
た
る
費
用
弁
償

が
大
き
く
異
な
り
、
期
日
前

の
投
票
立
会
人
は
時
間
単
価

で
は
最
低
賃
金
も
下
回
る
。

こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め

に
人
手
を
増
や
す
、
ま
た
は

費
用
弁
償
を
増
額
す
る
な
ど

の
改
善
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
事
業
費
を

市
が
認
め
た
根
拠
理
由
は
。

答
平
成
29
年
度
に
詳
細
設
計

に
関
す
る
協
定
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
締
結
し
、
そ
の
内
容
の

説
明
を
受
け
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
類
似
の
工
事
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
日
光
線
で
実
施
し
た
同

じ
施
工
方
法
に
よ
る
工
事
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。

問
歩
行
者
用
通
路
と
し
て
隧

道
以
外
に
検
討
し
た
の
か
。

答
立
会
人
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
執
務
時
間
が
長
時
間
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
費
用
弁

償
の
額
に
不
均
衡
が
生
じ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
今
後
は

著
し
い
不
均
衡
が
生
じ
な
い

よ
う
、
期
日
前
投
票
立
会
人

の
執
務
を
前
後
半
に
分
け
る

な
ど
の
改
善
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答
一
般
的
に
鉄
道
を
横
断
す

る
方
法
と
し
て
地
下
通
路
と

横
断
歩
道
橋
が
考
え
ら
れ
る
。

歩
道
橋
は
線
路
の
位
置
等
に

よ
り
、
地
上
約
10
メ
ー
ト
ル

以
上
の
位
置
に
な
り
、
利
便

性
を
損
な
う
方
法
と
考
え
、

歩
行
者
用
隧
道
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
た
。

問
今
後
、
荒
川
の
堤
防
工
事

の
際
に
隧
道
は
影
響
な
い
か
。

答
Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
改
修
に
お

い
て
、
隧
道
の
機
能
を
確
保

し
た
整
備
を
す
る
こ
と
を
、

協
議
の
中
で
確
認
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
隧
道
工
事
の
協
定
金
額
が

高
額
と
な
る
要
因
は
何
か
。

答
鉄
道
を
運
行
し
な
が
ら
の

作
業
と
な
り
、
作
業
時
間
、

作
業
条
件
に
多
く
の
制
約
が

あ
る
。
ま
た
、
鉄
道
の
計
測
、

監
視
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
特
に

鉄
道
の
運
行
や
安
全
性
に
配

慮
し
た
結
果
と
考
え
て
い
る
。

問
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
協
定
締
結
後
、
鉄
道
施
設

の
防
護
、
移
設
を
実
施
す
る
。

そ
の
後
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ

ー
ト
の
推
進
に
関
わ
る
作
業

を
令
和
３
年
５
月
ま
で
行
い
、

付
帯
工
を
実
施
し
、
令
和
３

年
12
月
ま
で
に
鉄
道
設
備
の

復
元
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
工
事
の
際
の
騒
音
や
振
動

等
の
対
策
は
ど
う
な
る
か
。

答
施
行
条
件
か
ら
多
く
が
夜

間
作
業
と
な
る
た
め
、
騒
音

規
制
法
や
振
動
規
制
法
お
よ

び
埼
玉
県
環
境
保
全
条
例
等

に
基
づ
き
、
関
係
法
令
を
遵

守
し
た
施
工
に
つ
い
て
鉄
道

議
案
第
52
号

川
越
線
指
扇
・
南
古
谷
間
市
道
０
０
３
３
号
線

歩
行
者
用
隧
道
新
設
工
事
の
施
行
に
関
す
る
協
定

【
公
明
党
】【
川
越
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】

問
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
低
所
得
者
と
平
成

28
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主
が
購
入
で
き
、
限
度
額

は
２
万
５
千
円
、
プ
レ
ミ
ア

ム
率
は
25
％
と
な
る
。
５
千

円
単
位
で
の
販
売
を
予
定
し
、

使
用
期
間
は
本
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
３
月
６
日
ま

で
を
予
定
し
て
い
る
。

問
対
象
者
に
制
度
が
届
く
よ

う
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
９
月
下
旬
の
土
日
祝
日
に

公
民
館
等
で
販
売
を
行
う
と

と
も
に
、
10
月
以
降
も
市
内

各
所
に
あ
る
郵
便
局
で
の
販

売
を
予
定
し
て
い
る
。
釣
り

銭
を
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

少
額
の
買
い
物
に
も
使
い
や

す
い
５
０
０
円
券
と
す
る
な

ど
の
工
夫
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
通
学
時
間
帯
の
通
行
量
は
。

答
５
月
30
日
実
施
の
調
査
で
、

７
時
か
ら
９
時
の
登
校
時
間

の
通
過
交
通
量
は
、
乗
用
車

９
７
１
台
、
児
童
98
人
、
中

学
生
６
人
、
ま
た
、
15
時
か

ら
17
時
の
下
校
時
間
は
、
乗

用
車
５
１
８
台
、
児
童
46
人
、

中
学
生
０
人
で
あ
っ
た
。

問
工
事
中
の
児
童
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
工
事
箇
所
は
周
辺
を
囲
う

等
の
安
全
対
策
を
行
う
。
現

道
は
支
障
な
く
利
用
で
き
る

が
、
工
事
車
両
の
出
入
り
が

あ
る
た
め
、
通
学
児
童
を
含

む
歩
行
者
等
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
工
事
を
進
め
る
よ
う

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
調
整
を
図
る
。

問
市
道
０
０
３
３
号
線
の
通

学
路
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答
平
成
26
年
度
か
ら
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
よ
り
歩
道
と
車

道
の
分
離
を
進
め
て
、
全
体

で
約
６
８
０
メ
ー
ト
ル
の
整

備
が
完
成
し
た
。
今
後
、
国

道
16
号
ま
で
の
区
間
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
効

果
は
。

答
消
費
税
率
引
き
上
げ
が
家

計
に
大
き
く
影
響
す
る
低
所

得
者
や
子
育
て
世
帯
の
生
活

の
下
支
え
に
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
事
業
者
に
と
っ
て

も
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
影
響
緩
和
に
つ
な
が
り
、

市
内
経
済
の
下
支
え
に
も
な

る
も
の
と
考
え
る
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
は
地
域
経
済
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
相
当
額
や

印
刷
、
販
売
に
係
る
経
費
な

ど
市
の
財
政
負
担
も
少
な
か

ら
ず
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、

商
工
会
議
所
等
の
関
係
団
体

の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
商

店
街
の
振
興
や
活
性
化
の
施

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

議
案
第
53
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
無
所
属
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】


